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助成活動名 ギャンブル依存症 家族・当事者相談会 

助成額  ３００，０００ 円 

活動内容 

目的 

ギャンブル依存症は脳の病気です。しかし病気としての認知が低く本人の性
格や生活に原因があると考えられ、叱咤や激励、金銭の管理、家族などによる
借金の肩代わりなどでギャンブルを止めさせようと間違った対応を取り、病気
を更に悪化させているというケースが多いのが現状です。また、専門医が少な
く治療法も確立していません。 
 家族会では勉強会を行ったり、対応について電話や定例会で相談やアドバイ
スを行ったりしています。家族相談会では、専門知識や数々のケースへの対
応、法律や借金問題へ精通し、回復施設や専門病院と緊密に連絡をされている
講師の方に直接相談することで、家族が、本人の回復に向けて取り組むことを
的確にかつ明確に指示していただくことができます。 
 また、当事者支援部（回復者）の方に自身の体験をもとに講演や相談をして
いただきます。その活動自体、当事者本人が回復し続けることにもなっていま
す。 

内容 

９月２２日（日）に公益社団法人ギャンブル依存症問題を考える会代表の田
中紀子氏と岡山県精神科医療センターの橋本望医師を講師に招き、前半はギャ
ンブル依存症を医療者の立場から説明していただいたり、対応や借金や回復に
むけた一般的な対応をアドバイスをしていただくセミナーを開催しました。 
 当事者の体験談では、県内や近県で活躍されている、公益社団法人ギャンブ
ル依存症問題を考える会当事者支援部の方に来ていただき、今困っている問題
や、これから回復に向けてのプログラムなど、経験者（回復者）としてアドバ
イスをしていただきました。  
 後半は家族と当事者に部屋を別れ、個別の案件について丁寧に具体的な対応
の仕方をアドバイスしていただく相談会を開催しました。 

当初の
計画か
らの変
更点 

①２回の相談会を計画していました。５月に全国家族会設立１０周年イベントが
東京で開催されたこともあり、他県との調整や講師のスケジュールにより相談
会計画が遅れ９月開催の１回しか開催できませんでした。 

②相談会単独では不十分だと講師に言われ、専門医（岡山県精神科医療センター
橋本望医師）から「ギャンブル依存症」について医学的な説明をご講演いただ
きました。  

 以上２点の変更です。 

成果 

相談会には、１１家族（定員１０組）、当事者 2 人（同１０人）の申し込みが
ありました。相談会の中で個別に医療的な説明や一般的な対応を話しながら進
めるのではなく、まず初めて参加される方に前半にセミナー形式で学習しても
らい、それをベースに個別の相談会に移行することで、ひと家族により丁寧で
具体的なアドバイスをする時間が十分に確保できたと思います。 
当日は保育者９人の方に来ていただき（子ども１３人）、参加者が安心して保育
をまかせられるようにしました。 
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今後の課題と対
応策 

事前申し込みが必要で、１回につき定数１０組限定で受付をしています。申し込まれる方
は家族はもちろん、パートナー（夫）のケースが増えていて、保育可能（家族負担は１人
1,000 円 2 人目以降 500 円）で対応しています。アレルギーや特性への対応には特に専門
性が求められ、保育者の確保と保育料の支払いが課題になっています。 
 定例の家族会でも、１～２回来られただけで来られなくなる方が多いです。この相談会
からしっかり繋がり続けられるように、頼りになり魅力ある家族会にしていかないといけ
ないので、メンバーのスキルアップも大きな課題です。 

写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

セミナー・無料相談会（家族相談会）のようす（掲載 可） 

９月２２日（日） おかやま西川原プラザ 


